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は じ め に 

環境保健研究センター屋上部には、県トライアル発注

制度により、2 社の緑化工法を取り入れた屋上緑化が施さ

れている。センターではこの工法によって変化する温度

推移を把握するため、温度センサーを設置し、センター

交流ゾーンに設けた表示装置により温度変化等を常時表

示閲覧できることとしている。 

温 度 把 握 のため、白金抵抗体方式の温度センサーを緑

化部の底から約 24cm 下のコンクリート下部に挿入して測定

している。特に夏場の測定結果ではあるが、緑化部とコン

クリート部の差はほとんどみられていないのが現状である。 

 そこで、サーミスタ型温度センサーおよび赤外線サーモ

グラフィを用いて、屋上緑化部とコンクリート部の表面温度

を比較し、屋上緑化の効果を評価したので報告する。 

 

調 査 方 法 

緑化表面温度の測定は快晴日が続いた9月10日に行い、

緑化部 S（サカタ工業社）、緑化部 M（マサキエンベック社）

およびコンクリート露出部を対象にして実施した。 

サーミスタ型温度センサー（T＆社 おんどとりJr）をそれ

ぞれの測定部の直上に 4 機 設置して、1 時間毎に温度を

測定した（図 1）。また、屋上部（緑化部およびコンクリート

露出部）の温度変化を見るため、赤外線サーモグラフィー

（AVIO 社 705ST）により、屋上部の上部空間から 6:00～

18:00 の期間１時間毎に撮影記録した。また、屋上緑化下

部での温度、屋外での日射放射量および気温の数値は

既設の自動測定記録結果を用いた。測定項目および測

定点 1）を図 2 に示す。 

 

調 査 結 果 お よ び 考 察 

各測定部・測定方式別の温度の経時変化を図3に、屋 

 

 

 
図 2 測定項目および測定点 
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図 1 屋上面における温度センサー設置状況 
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上緑化部およびコンクリート部の外観および赤外線サー

モグラフィの画像を図 4 に示す。   

図 3 の赤外線サーモグラフィによる温度変化は、午前

10 時から緑化部S、緑化部M およびコンクリート露出部に

おいて、温度分布に差異が見られた。各測定部における

最高温度は、緑化部Sで31.1℃（12 時、13 時）、緑化部M

で 26.7℃（12 時）、コンクリート部で 43.6℃（13 時）であり、

緑化部 S とコンクリート部の温度差は 12.5℃、緑化部 M と

コンクリート部の温度差は16.9℃であった。また、緑化部S

と緑化部Mの最高温度差は 4.4℃であった。 

一般的な熱収支および放射収支は次の式によって表さ

れる 2）。 

熱収支式  Rn = H+lE+G 

放射収支式 Rn = （1-a）×S+L↓-εσTs4 

Rn :正味放射量[W/m2] 

 

 

 

 

 

H  :顕熱[W/m2] 

lE :潜熱[W/m2] 

G  :伝導熱[W/m2] 

S  :日射量（短波放射量） [W/m2] 

L↓:大気から入射する長波放射量[W/m2] 

Ts :表面温度[K] 

σ :ステファン･ボルツマン定数 

   （=5.670×10-8W/m2･K-4） 

a  :各試験体日射反射率（アルベド） 

ε :放射率 

この式からわかるとおり、緑化部 S と緑化部M はほぼ同じ

位置であるため、日射量（S）や大気から入射する長波放

射量（L↓）は同じ条件であるが、緑化部 M の方が緑化の

密度が高く、日射反射率（a）や潜熱（lE）が大きいことから

最高温度差があると考えられる。 
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図 3 各測定部・測定方式別の温度の経時変化 
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図 4 屋上緑化部およびコンクリート露出部の外観および赤外線サーモグラフィの画像 
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サーミスタ型温度センサーでの測定の最高温度は、緑化

部 S で 37.5℃（14 時）、緑化部 M で 41.4℃（13 時）、コン

クリート部で 43.2℃（14 時）であった。平均温度は、緑化部

S で 25.7℃、緑化部M で 25.5℃、コンクリート部で 28.1℃

であり、緑化部 S とコンクリート部の平均温度差は 2.4℃、

緑化部 M とコンクリート部の平均温度差は 2.6℃であっ

た。 

赤外線サーモグラフィとサーミスタ型温度センサーとの

温度変化を比較すると、コンクリート部では同様の推移を

示したが、緑化部では、サーミスタ型温度センサーは赤

外線サーモグラフィの場合と比べて高い温度推移を示し

た。これは、温度センサーの検出部位に日よけを行わず、

検出部を測定部の直上に設置したため、日射の影響を直

接受けたためと考えられる。これに対し、赤外線サーモグ

ラフィは対象物の放射温度を測定しているため、サーミス

タ型温度センサーとは異なった推移を示した。 

屋上面の下に位置するスラブコンクリート下部での平均

温度は、緑化部Sで28.5℃、緑化部Mで28.4℃、コンクリ

ート部で 28.4℃となり、緑化部とコンクリート部の平均温度

差はほとんど見られなかった。これは、温度センサーが屋

上面から約24cm 下部にある共通のスラブコンクリートに挿

入されており、対照のコンクリート部の面積が緑化部に対

して狭いことやコンクリート内部の熱分散および断熱によ

って温度が平均化されるため、明確な温度差が出ないも

のと考えられる。 

 

ま と め 

赤外線サーモグラフィによる温度測定結果より、日中に

おいて、コンクリート部では最高43.6℃まで達するが、緑化

部では最高でも 31.1℃であり、コンクリート部よりも緑化部

の方が明らかに低い温度となることが認められた。今回の 

温度測定結果からコンクリート部の緑化により屋上面の温

度低減効果が明らかに認められた。 

しかし、屋上面の下に設置されている白金抵抗体方式の

温度センサーは、設置位置が屋上コンクリート表面から深

く、緑化部とコンクリート部の温度を同じ下部面で測定して

いることからコンクリート部での温度値も、緑化の影響を受

けた結果と考えられ、日中においては、屋上コンクリート

表面の温度を反映していないことが示唆された。以上のこ

とから、緑化面の下部において、屋上緑化の効果をより明

確にするためには、対照となる白金抵抗体方式の温度セ

ンサーの取り付け位置を屋上コンクリート表面下部に位置

するコンクリート面とは異なるコンクリート下部に設置する

方がよいと思われる。ただし、先行研究の報告 1, 3）では、ス

ラブコンクリート下部での緑化による温度低減効果は最大

で 3℃程度であると報告されていることから温度測定部位

に関する構造面からの適正位置の選択と併せ、適切な温

度測定に十分な配慮が必要である。なお、冬季において

は、緑化部とコンクリート部での温度差が夏季とは逆転す

るものと考えられる。 
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